
第２学期が終了します 

 

 

 

 

 

 

 師走も半ばを過ぎ、今年も押し迫ってまいりましたが、皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。

さて、本校では、12/2４(火)に２学期の終業式を行い、冬休みに入りました。２学期は、高等部の虹のまつり、小学部及び 

中学部運動会、避難訓練など、おかげ様で充実した教育活動を展開することができました。本当にありがとうございました。 

３学期も引き続き、本校の教育活動への御理解、御協力をよろしくお願いいたします。 

寒暖差が激しく、心せわしい年の暮れではありますが、どうぞ御自愛いただき、新しい年が皆様にとって素晴らしい年にな

りますよう、お祈り申し上げます。 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 秋の学習 

フコク生命 訪問コンサート 

中学部部１年 職場体験 

アスリーチ 

高等部 現場実習 

不審者対策 避難訓練 

中学部 作業班バザー 

中学部１年生は、11/21(木)に職場体験学習（沖田農園でのわ

ら運び）、11/29(金)に職場見学（谷川建設大村プレカット工場、

B 型事業所「癒」、ハウスクリーニング「グレイス」）をしました。職場

体験では田んぼにあるわらの束を、何度も何度も運びました。大き

なわらの山を見て、作業の大変さを知りました。職場見学では、３グ

ループに分かれて見学をしました。仕事の大変さはもちろん、仕事に

向かう態度や、やりがいなど実際に話を聞 

いたり、雰囲気を感じたりして、将来につ 

いて考えるよい機会になりました。 
12/11(水)、フコク生命が子供たちのために主催する訪問コン

サートがありました。プロのピアニストが奏でる素敵な時間は、参加

した児童生徒職員にとって、最高のクリスマスプレゼントでした。音

を聴き、感じた児童生徒の目はきらきらと輝き、体は揺れ、手拍子や

歓声が自然に沸きました。とても楽しい催しに心から感謝しました。 

 

１２月号 

校長のつぶやき～「子供の成長」～ 

12/４(水)に、講師としてスクールサポーターの方に来校いただ

き、実施しました。児童生徒及び教職員一人一人が緊張感をもって訓

練に参加することができました。事後学習では、スクールサポーター

の方にクイズ形式の動画視聴、ロールプレイング、離 

脱訓練(片手をつかまれた場合、後ろから抱きつかれ 

た場合）などの実技を交えた講話をいただき、自分の 

身を守る方法やその大切さを学ぶことができました。 

  

 小学部では、生活単元学習の中で、季節の学習をしています。１・２

年生は、学校の近隣に出掛けて、秋探しをしました。今年は秋の訪れ

が遅かったですが、少しずつ秋らしくなってきた風を肌で感じなが

ら、木の実やすすきなどのたくさんの秋を見付けることができました。 

中学部ホールには、２年生
がワイヤーアートで制作した
「クリスマス飾り」が温かく、
優しい光を放っています。 

１月の主な行事予定 

【お問合せ先】長崎県立虹の原特別支援学校（〒856-0807大村市宮小路３丁目５番１） 

TEL:(0957)55-5157(職員室) FAX:(0957)55-5158 http://www2.news.ed.jp/section/nijinohara-ss/ 

 

虹をかけよう 昨日から明日へ 

 

■ ８日(水) 第３学期始業式 

■１０日(金) 高就サ・入学選考検査(高等部休業日) 

■１７日(金) 高３・授業参観、保護者会・年金セミナー、学級懇談 

■２２日～２４日(水～金) 小・授業参観(学年ごとに設定)  

■２９日(水) 高就サ・入学選考検査(二次) 

高３・身だしなみ講習会(AM) 

高・薬物乱用防止教室(PM)  

１１/１１（月）から３年生は３週間、１年生は２週間現場実習を行

いました。３年生は進路を決めるための最後の実習でした。一人一

人が「決める」のテーマの下、高い意識をもって行くことができまし

た。１年生は、初めての実習でした。働くために必要なことを知るこ

とができ、今後の進路学習へつなげていきます。 

検索サイトをクリック！ 

12/３(火)に、８００ｍ元日本記録保持者の徳田由美子さんが来

校され、高等部２年生の体育の授業をしていただきました。速く走る

ポイントとして、姿勢の大切さや腕を振りながらリズムよく走ることな

どを指導していただきました。また、その後の講演 

では、目標をもつことの大切さなど、トップアスリート 

の生の声を聞くことができる貴重な体験になりまし 

た。 

長崎県立虹の原特別支援学校 

令和 ６年１２月１７日 発行 

小学部 居住地校交流 

小学部では、居住する地域の小学校と交流し、共に学び合う「居

住地校交流」を実施しています。今年度は、希望する２３名の児童が

二学期を中心に各小学校を訪問しました。交流に当たっては、相手

校と話し合いながら授業内容を検討しており、レクリエーションを通

して関わり合ったり、音楽や体育などの学習に一緒に取り組んだり

と、様々な交流を実施することができました。どの交流も双方の児童

にとって実りがある有意義な学習になりました。 

12/６(金)、保護者さんや地域の農家さん、郡中学校の生徒さん

をお招きし、作業班バザーを行いました。生徒たちは、初め緊張した

様子でしたが、金銭のやりとりやお客さんとの関わりを、楽しみなが

ら経験できました。また、一生懸命作った植物や製品を、たくさんの

方に見てもらったり買ってもらったりすることで達成感を得、次の目

標を立てたり、意欲を高めたりすることができました。 

早いもので、夏休み明けも暑い日が続くと思っていたら、もう年

の瀬になりました。二学期も子供たちは確実に成長したと感じま

す。先日、ある書物の中で、「子供の成長」について、「親や先生た

ちが心配し過ぎて、子供たちが経験しようとしていることを遮ってい

る。」と書かれていました。なるほど、言われてみるとそうかも…。子

供たちに寄り添う中で、成長するチャンスをつぶさないようにしなけ

ればいけないと感じました。さて、新しい年は、どのような成長を見

せてくれるか楽しみです。 

この一年の御理解・御協力に感謝申し上げます。どうぞ良いお

年をお迎えください。 

 


